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一人ひとりがメッセージを手に
「立志式」で立志の決意

２月２日、東海文化センターで東海中学校･東海南中学校合
同の「立志式」が行われました。立志の年を迎えた２年生（367
人）は、立志式実行委員会（委員長･峰直希さん／東海南中学
校）を中心に14年間の成長の軌跡や保護者、地域への感謝の
気持ちをスライドや劇で表現しました。また、栗

く り き

城史
の ぶ か ず

多さん
（登山家）の講演や“夢”に進む先輩方の体験談を聞いたり、一
人ひとりが保護者から手紙をもらったりとたくさんのメッセ
ージを受け取った生徒たち――締めくくりとなる両校全員で
の合唱からは立志への強い決意が感じられました。
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住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

■
有
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査
戸
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６
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回
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５
１
８
８
件
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■
設

置

率	

64･

３
％（
３
３
３
４
件
）※
平
成
21
年
調
査
時
の
設
置
率

は
59･

８
％
で
し
た
。

住宅用火災警報器設置状況

「消したはず
　決めつけないで
　　　　　もう一度」

３月１日～７日は春季全国火災予防運動週間

３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

②
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を

つ
く
る

住
宅
防
火  

命
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

～
３
つ
の
習
慣
　
４
つ
の
対
策
～

　寒さとともに空気が乾燥し、火災が発生しやすい季節です。尊い命と貴重な財産を守る
ために、火災予防の意識を高めましょう。

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

住宅用火災警報器設置場所

台　所

階　段

寝　室

2078件

住宅用火災警報器を
設置していますか？

どこに設置していますか？

周
辺
地
域
の
設
置
率（
平
成
23
年
）▼

ひ
た
ち
な
か
市
68･

８
％ 

▼
那
珂
市
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４
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▼
日
立
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▼
大
子

町
88･
８
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▼
茨
城
県
平
均
54･

９
％

設置して
いない
35.7%

設置して
いる
64.3%

2295件

1527件
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Ｑ
　
ど
こ
で
買
え
る
の
？

Ａ　

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
電
器
店
な
ど
で
購
入
で
き
ま

す
。
ま
た
、
ガ
ス
事
業
者
か
ら
も
購
入
可
能
で
す
。

な
お
、
価
格
な
ど
は
、
メ
ー
カ
ー
や
種
類
、
機
能
等

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
寝
室
に
設
置
す
る
の
は
な
ぜ
？

Ａ　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
発
生
状
況
を
経
過
別
に

見
る
と
、「
逃
げ
遅
れ
」が
最
も
多
く
、
全
体
の
約
６

割
を
占
め
て
い
ま
す（
そ
の
う
ち
６
割
は
高
齢
者
）。

　
　

ま
た
、死
者
の
発
生
状
況
を
時
間
帯
別
に
見
る
と
、

火
災
件
数
は
日
中
が
多
い
一
方
で
、
火
災
死
者
数
は

就
寝
の
時
間
帯
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
65
歳
以
上
の
世
帯
等
を
対
象
に
村
指
定

の
取
り
付
け
業
者
か
ら
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
購
入

し
た
際
の
費
用
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額（
限
度
額

５
０
０
０
円
）を
助
成
し
て
い
ま
す
。

●
対
　
　
象 

村
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上
で
、

①
一
人
暮
ら
し
②
寝
た
き
り
③
高
齢
者
の
み
―
―
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯 

※
購
入
前
に
必
ず
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ 

介
護
福
祉
課
高
齢
支
援
担
当（
☎
282

局
１
７
１
１ 

内
線
１
１
６
４
）

　
　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
就

寝
時
間
帯
は
、
日
中
に
比
べ
て

人
命
へ
の
危
険
性
が
高
い
と
い

え
ま
す
。
こ
の
た
め
、
必
要
最

小
限
で
効
果
の
高
い
場
所
と
し

て「
寝
室
へ
設
置
す
る
」と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
寝
室
が
２
階
に
あ
る

場
合
等
は
、「
階
段
へ
設
置
す
る
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、階
段
に
は
火
災
に
よ
っ

て
発
生
し
た
煙
が
集
ま
り
や
す
い
こ
と
と
同
時
に
、

２
階
で
就
寝
し
て
い
る
場
合
の
唯
一
の
避
難
経
路
と

な
る
か
ら
で
す
。

Ｑ
　
設
置
は
義
務
な
の
？

Ａ　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
の
増
加
を
受
け
、

平
成
16
年
に
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
村
で
も
平
成
18
年
６
月
１
日
に
は

新
築
住
宅
へ
の
設
置
の
義
務
化
、
平
成
20
年
６
月
１

日
か
ら
既
存
の
住
宅
へ
の
設
置
も
義
務
化
と
な
り
ま

し
た
。

Ｑ
　
設
置
し
な
い
と
罰
せ
ら
れ
る
の
？

Ａ　

罰
則
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
目
的
は
、
何
よ
り
も
火
災
か
ら
あ
な
た
の
大

切
な
家
族
や
ご
自
身
の
命
を
守
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
罰
則
が
な
い
か
ら
付
け
な
く
て
も
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
、〝
大
切

な
家
族
と
ご
自
身
の
た
め
に
”住
宅
用
火
災
警
報
器

を
早
期
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
本
部
予
防
課（
☎
282
局
２
０
３
８
）

悪
質
訪
問
販
売
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

住
宅
用
火
災
警
報
器【
Ｑ
＆
Ａ
】

問
い
合
わ
せ

▼
就
寝
中
、
電
気
ス
ト
ー
ブ
に
布
団
が
接
触
し
て

出
火
し
た
が
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
警
報
音

で
目
を
覚
ま
し
、
消
火
器
で
消
火
し
た
。

▼
２
階
寝
室
で
就
寝
中
、
階
段
に
設
置
し
て
い
た

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
警
報
音
で
目
を
覚
ま

し
、
台
所
か
ら
炎
と
白
煙
が
出
て
い
る
の
を
発

見
し
、
消
火
器
で
消
火
し
た
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
で

こ
ん
な
効
果
が
あ
り
ま
し
た

（
奏
功
事
例
）

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務
化
に
乗
じ
て

購
入
を
勧
め
、
必
要
の
な
い
部
屋
に
ま
で
付
け
た

り
、
実
際
の
値
段
よ
り
高
く
売
り
付
け
る
よ
う
な

訪
問
販
売
が
増
え
て
い
ま
す
。

“
あ
っ
せ
ん
販
売
”は
一
切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
！

　
「
消
防
署
か
ら
来
ま
し
た
。
警
報
器
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
た
の
で
確
認
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」

「
消
防
署
の
許
可
を
得
て
回
っ
て
い
ま
す
」「
取
り

付
け
が
条
例
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
の
う
ち
に
取

り
付
け
な
い
と
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
」と
い
っ

た
手
口
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
消
防
署
で
は
あ
っ

せ
ん
販
売
は
一
切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
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災害に
関する
お知らせ
～東北地方太平洋沖地震
                 関連のお知らせ～

東京電力に対する農畜産物等の損害賠償請求窓口
　村では、ＪＡひたちなかと共に、東京電力福島第一原子力
発電所の事故に伴う、農畜産物等の損害賠償請求に関する窓
口を開設しています。事前にお問い合わせの上、お越しください。
●期　　間	 ３月６日（火）～ 11日（日）
●時　　間	 午前９時～午後４時
●場　　所	 農業支援センター（東海ファーマーズマー

ケット「にじのなか」内）
●対　　象	 村内在住で、自ら農畜産物を生産し、出荷

･販売している農業者（ＪＡ出荷者、ＪＡ外出荷者（任
意組合、農業法人等））

●請求内容	 東京電力福島第一原子力発電所の事故によ
る実損害･風評被害等 ※原子力損害賠償紛争審査会の
指針に基づいて行います。

●問 合 せ	 ▼ＪＡ出荷者…ＪＡひたちなか東海営農セ
ンター（☎282-0203）※土･日曜日を除きます。 ▼Ｊ
Ａ外出荷者…農業支援センター（☎287-7867）

損壊した住宅の修繕費用の一部を助成します
●対 象 者 ①村内に所在する一部損壊住宅

を修繕し、その住宅を所有している②固定
資産税を滞納していない③「り災証明書」の
交付を受けていない、もしくは「り災証明
書」で一部損壊の判定を受けている④被災
者生活再建支援制度、県･村の災害見舞金
が適用されない――を満たす方 ※「り災
証明書」で全壊、大規模半壊、半壊の判定
を受けた方は対象となりません。なお、分
譲マンションは、自己所有部分のみ助成の
対象となります。

●対象工事	 ①住宅（屋根、内外壁、基礎、
給排水設備など）である②修繕費用が３万円

（消費税を含む）以上――を満たす修繕工事
●助 成 額	 ３万円 
●助成回数 １住宅につき１回 ※ただし１

人の所有者が２住宅以上所有している場合
は１住宅分のみ助成対象となります。なお、
1住宅に２人以上の所有者がいる場合は代
表者のみ助成対象となります。

●申請に必要なもの ①申請書 ②領収書の

原本 ③工事写真（修繕前、修繕後の内容が
確認できるもの） ④助成金の振込先金融機
関の口座番号･口座名義が分かるもの（通帳な
ど）の原本 ⑤印鑑 ※申請書は101会議室（役
場議会棟１階）、各コミュニティセンターまた
は村公式ホームページから入手できます。

●受付開始日	 2月27日（月）から ※３月の
み土･日曜日、祝日も受け付けます。

●受付方法	 午前８時30分から午後４時30
分までに101会議室にお越しの上、申請し
てください。※お越しになった方の本人確
認（運転免許証･パスポートなど）を行いま
す。なお、受付時に所有状況審査、提出書
類の確認などを行いますので、時間に余裕
を持ってお越しください。

●そ の 他	 ▼原本は申請時に写しを取りま
す。▼申請書、領収書と振込先金融機関の
名義は同一の方としてください。▼助成金
の振り込みは、金融機関への手続き等によ
り１～２か月程度かかります。

●問 合 せ 都市政策課建築担当(内線1246)

「り災証明書」は
不要です

●助成の対象にならない修繕工事

　▼3万円未満の修繕　▼東日本大震災以外を原因とする修繕　▼賃貸、借家、住宅に付属する建
物（事務所、倉庫、車庫、蔵、納屋など）、空き家などの修繕　▼外構部分（塀、門扉、擁壁など）
の修繕▼家財道具（畳、家具、家電など）の修理、交換、購入　▼ホームセンターなどで材料を購
入し、自らが施工した修繕　▼建て替え工事

ご注意ください
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● 5

　国民健康保険税は、国民健康保険に加入し
ている皆さんが、病気やけがをしたときの医
療費などに使われる大切な財源です。今回は、
その仕組みを紹介します。
●納税義務者は誰ですか？

　国民健康保険税は、世帯主が納税義務者に
なります。国民健康保険制度では世帯を１つ
の単位としているため、世帯主が職場の健康
保険に加入している場合であっても、世帯の
中に国民健康保険の加入者がいれば納税義務
者は世帯主になります。そのため、世帯主に
納税通知書が郵送されたり、世帯主の氏名が
保険証に記載されたりするのです。
●資格取得日はいつですか？

　国民健康保険の資格取得日（資格発生日）
は、加入の届け出をした日ではなく、職場で
加入していた健康保険を脱退した日の翌日、
あるいは転入した日などになります（同様に、
国民健康保険の資格喪失日は、国民健康保険
を脱退した日の翌日、あるいは転出した日な
どになります）。
●加入の届け出が遅れた場合の課税は？

　国民健康保険の資格が発生していたにもか

かわらず、加入の届け出が遅れたときは、資
格取得日までさかのぼって課税されます（こ
の場合、年度の途中で国民健康保険に加入す
るときは、加入した月から月割りで国民健康
保険税を納めることになります。年度の途中
で国民健康保険を脱退するときは、脱退した
月の前月分までを月割りで納めることになり
ます）。
●国民健康保険税の算出方法は？

　国民健康保険税額は、国民健康保険に加入
している方の前年の所得（所得割）、世帯内で
加入している人数（均等割）、加入している世
帯（平等割）を組み合わせて算出します。年度
の途中で前年の所得や世帯内の加入者数に変
更が生じた場合は、再度計算し算出します。
●国民健康保険税の内訳

　国民健康保険税の内訳は、医療費に充てる
｢医療分」、後期高齢者医療制度を支えるため
の「後期高齢者支援金分」、介護保険制度を支
えるための｢介護保険分｣の３つに分かれてい
ます。加入している方の年齢で課税される内
訳が下表のとおりに変わります。

国民健康保険税のしくみ

　
８
月
１
日
か
ら
三
重
県
菰こ

も

の野
町
の
職
員
が
、

12
月
１
日
か
ら
富
山
県
砺
波
市
の
職
員
が
交
代

で
来
村
し
、
災
害
の
復
旧
支
援
に
当
た
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。

応
援
職
員
を
紹
介
し
ま
す
！

　

下
水
道
施
設
の
復
旧
に
係
る
工
事
監
理
業
務

等
に
従
事

建
設
水
道
部
下
水
道
課
へ

水
道
課

副
主
幹
　
伊い

と

う藤
　
正ま

さ

と人
さ
ん

期
間
▼

２
月
１
日
～
３
月
31
日

三
重
県
菰
野
町

　

農
業
施
設
の
復
旧
に
係
る
工
事
監
理
業
務
等

に
従
事

経
済
環
境
部
経
済
課
へ

建
設
水
道
部
下
水
道
課

主
任
　
今い

ま

い井
　
浩こ

う

じ二
さ
ん

期
間
▼

２
月
１
日
～
３
月
31
日

富
山
県
砺
波
市

問
合
せ
▼
人
事
課
人
事
担
当（
内
線
１
３
２
２
）

国保だより
保健年金課国保年金担当（☎282-1711 内線1133）

40歳未満
国民健康保険税＝医療分＋後期高齢者支援金分

40歳以上65歳未満
国民健康保険税＝医療分＋後期高齢者支援金分
　　　　　　　　＋介護保険分

65歳以上75歳未満
国民健康保険税＝医療分＋後期高齢者支援金分



始めませんか？
　　　村税の口座振替

村税の納付に口座振替を利用すると、納付のたびに金融機関の窓口へ
出向く必要がなく、納付をうっかり忘れる心配もありません。便利で
安心ですので、ぜひご利用ください。

問い合わせ

村民税･県民税、固定資産税、軽自動車税…税務課収納管理室（☎282-1711 内線1115）
国民健康保険税…保健年金課国保年金担当（☎282-1711 内線1132）

▼申込書は納税義務者ごとに作成してください（１世帯に２人以上の納税義務者がい
る場合は、１人に付き１枚、申込書を提出してください）。

▼国民健康保険税については、世帯主の申し込みが必要です。なお、世帯主が変わっ
たときは新たに申し込みをしてください。

▼軽自動車税は所有している全ての車両分がまとめて振り替えされます。

口座振替をご利用の場合、次のことにご注意ください

利用できる金融機関は？

●常陽銀行　●筑波銀行　●水戸信用金庫　●茨城県信用組合　●中央労働金庫
●ひたちなか農業協同組合　●ゆうちょ銀行

手続きはどこでするの？

　利用したい金融機関で申し込んでください。申込書は村内の各金融機関に備え付け
てあります。※役場では申し込みできません。

手続きの際に持っていく物は？

①通帳またはキャッシュカード　②金融機関の届出印

●村民税･県民税　●固定資産税　●軽自動車税　●国民健康保険税

納めることのできる税目は？

　残高不足等で引き落としができなかったときは納付書を送付します。金融機関やコ
ンビニエンスストアで納付してください。

引き落としできなかったときは？

　督促状を送付します。それでも納付がないときは、差し押さえ処分をすることにな
りますのでご注意ください。

納付を忘れたときはどうなるの？

6 ●
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「
み
ん
な
で
す
こ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

を
実
施
し
ま
す

日
時
▼
３
月
７
日（
水
） 

午
前
10
時
か
ら

（
受
け
付
け
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
） 

※
雨
天
時
は
中
止
し
ま
す
。

集
合
場
所
▼
舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
村
内
在
住
の
方

内
容
▼
約
１
時
間
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
▽
飲
み
物
や
タ
オ
ル
を
持
参
の

上
、
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
▽
自
動
車
で
ご
来
場
の
際
は
、

相
乗
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

健
康･
医
療

お知らせ ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号 ☎ 282-1711（代表）
ししし んんんーーーめめめ

●３月の休日診療●

診療時間 午前９時 30 分から午後２時まで
※正午～午後１時を除きます。

期日 医療機関名 電話番号

４日（日）茨城東病院 282-1151
11日（日）村立東海病院 282-2188
18日（日）石井整形外科クリニック 270-5141
20日（火）村立東海病院 282-2188
25日（日）久慈こどもクリニック 219-7303
救急医療機関をお探しのときは	▼毎日…
24時間対応

茨城県救急医療情報コントロールセンター
（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談	▼午前９時～午後
５時…日曜日･祝日･年末年始（12月29日～１
月３日）▼午後６時30分～11時30分…毎日

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
（☎ #8000）
全ての電話から（☎ 254-9900）

問合せ スマイルＴＯＫＡＩ事務局
（総合体育館内 ☎297-4370）

●エンジョイ・ヘルスアップ（ストレッチ体操、ヨガなど）

期日 場所
１日（木）総合福祉センター「絆」
９日（金）総合福祉センター「絆」
15日（木）総合福祉センター「絆」
時間 午前９時30分～ 11時
対象 村内在住で40歳以上65歳未満の方
※初めて参加する方は、事前に申し込みください。

●３月の健康体操参加者募集●

●１月の村内交通事故発生状況●

発生件数 死者数 負傷者数

件数 16 ０ 20
累計

（１月から） 16 ０ 20

前年比 －6 ０ －6

●防災行政無線の内容が無料で聞けるテレホンサービス●

全ての電話から（☎ 0120-42-4848）

特
定
疾
患･

関
節
リ
ウ
マ
チ･
精
神
疾
患

患
者
に
助
成
金
を
支
給
し
ま
す

　

特
定
疾
患（
原
因
が
不
明
で
治
療
方
法

の
確
立
し
て
い
な
い
難
病
）の
患
者
等
に

対
し
、
医
療
費
の
自
己
負
担
分
の
う
ち
、

月
額
４
０
０
０
円
を
上
限
に
医
療
福
祉
助

成
金
を
支
給
し
ま
す
。

申
請
期
間
▼
３
月
１
日（
木
）～
30
日（
金
）

※
土･

日
曜
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

対
象
▼
①
特
定
疾
患
の
治
療
を
受
け
て
い

る（「
一
般
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証｣

を

お
持
ち
で
自
己
負
担
の
あ
る
方
） 

②
関

暮
ら
し

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
東
海
村
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
行
い

ま
す
。
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
方
は
、

①
平
成
４
年
４
月
１
日
以
前
に
出
生
②
世

帯
の
耕
作
面
積
が
10
ア
ー
ル
以
上
③
年
間

の
耕
作
日
数
が
お
お
む
ね
60
日
以
上
―
―

を
満
た
す
方
で
す
。

期
間
▼
２
月
23
日（
木
）～
３
月
８
日（
木
）

※
土･

日
曜
日
も
縦
覧
で
き
ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

場
所
▼
選
挙
管
理
委
員
会（
役
場
行
政
棟

３
階
）※
土･

日
曜
日
は
夜
間
出
入
り
口

（
庁
舎
北
側
）か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

東
海
村
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

東
海
村
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内 

内
線
１
３
１
３
）

節
リ
ウ
マ
チ
の
治
療
を
受
け
て
い
る 

③

精
神
疾
患
の
治
療
を
受
け
て
い
る（｢

精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳｣

ま
た
は｢

自

立
支
援
医
療
受
給
者
証（
精
神
通
院
）｣

を

お
持
ち
で
自
己
負
担
の
あ
る
方
）―
―
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
村
内
在
住
の
方

必
要
書
類
等
▼
▽
申
請
書
▽
医
療
機
関
の
領

収
書（
領
収
日
が
平
成
23
年
９
月
か
ら
平

成
24
年
２
月
ま
で
の
も
の･

平
成
23
年
９

月
に
申
請
を
し
て
い
な
い
方
は
、
平
成
23

年
３
月
か
ら
の
も
の
）▽
口
座
番
号
が
確
認

で
き
る
も
の（
預
金
通
帳
や
カ
ー
ド
）▽
委
任

状･

印
鑑（
振
込
口
座
が
申
請
者
名
義
で
な

い
場
合
の
み
）―
―
の
ほ
か
、
①
の
方
は「
一

般
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
」、
②
の
方

は
医
師
の
診
断
書（
過
去
に
助
成
金
を
受
け

た
こ
と
の
な
い
方
の
み
）、
③
の
方
は「
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
」（「
自
立
支
援
医

療
受
給
者
証
」を
お
持
ち
の
方
は｢

自
己
負

担
上
限
額
管
理
票｣
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・

①･

②
の
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
282
局
２
７
９
７
）へ
、
③
の
方
は
、

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局

２
５
２
５
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。



●３月の健康相談●

場　所 保健センター（総合福祉センター「絆」内）
問合せ 保健センター（☎282-2797）
●健康相談 期日･受付時間

母子健康相談
　（乳幼児身体測定、育児相談）

22日（木）
９:30 ～ 11:00
13:00 ～ 14:00

元気アップ健康相談
　（健康に関する相談）

※希望日時を連絡
ください。

●乳幼児健診 期日･受付時間 対象児

乳児 14日（水）
13:00 ～ 13:45

平成23年10月
生まれの子

１歳６か月児 15日（木）
13:00 ～ 13:45

平成22年８月
生まれの子

３歳児 21日（水）
13:00 ～ 13:45

平成21年１月
生まれの子

２歳半歯科 23日（金）
13:00 ～ 13:45

平成21年８月
生まれの子

●乳幼児教室 期日･受付時間 対象児

赤ちゃん教室 13日（火）
13:00 ～ 13:20

平成23年12月
生まれの子

●３月の心配ごと相談･人権相談･行政相談等●

場　所 心配ごと相談所（総合福祉センター「絆」内）
問合せ 東海村社会福祉協議会（☎282-2804）
相談日 時間 相談種別

２日（金）
10:00 ～ 12:00 法律相談（事前予約）

10:00 ～ 14:00 心配ごと相談･人権相談
･行政相談

９日（金）
10:00 ～ 12:00 行政書士による相談

（事前予約）

10:00 ～ 14:00 心配ごと相談･人権相談
･行政相談

16日（金）10:00 ～ 14:00 心配ごと相談･人権相談

23日（金）10:00 ～ 14:00 心配ごと相談･人権相談
･行政相談

30日（金）10:00 ～ 14:00 心配ごと相談･人権相談

毎週
月･水曜日

13:30 ～ 15:00
（祝日を除く）

心配ごと電話相談
（☎282-0917）

場　所 村民相談室（役場行政棟２階）
問合せ 自治推進課村民相談室（内線1275）
●ニート相談（☎287-0862）

期　日 毎週火･金曜日（祝日を除く）
時　間 午前９時～正午、午後１時～５時
●女性生活相談（☎287-0863）

期　日 毎週月･水･木曜日（祝日を除く）
時　間 午前９時～正午、午後１時～４時
●消費生活相談（☎287-0858）

期　日 毎週月～金曜日（祝日を除く）
時　間 午前９時～正午、午後１時～４時

●ニート相談･女性生活相談･消費生活相談●
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水
中
体
操
教
室
を
開
催
し
ま
す

高
齢
者
の
健
康
維
持
と
、
障
が
い
者
の

機
能
回
復
の
た
め
の
水
中
体
操
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

期
間
▼
４
月
９
日（
月
）か
ら
９
月
29
日

（
土
）ま
で
の
各
20
回

日
程
等
▼

【
健
康
維
持
コ
ー
ス
】

ク
ラ
ス

時
間

定
員

月
曜
１
組

午
前
９
時
30
分
～

10
時
30
分

各
先
着
13
人

木
曜
１
組

金
曜
１
組

土
曜
１
組

月
曜
２
組

午
前
11
時
～
正
午
各
先
着
10
人

木
曜
２
組

金
曜
２
組

各
先
着
13
人

土
曜
２
組

金
曜
３
組
午
後
１
時
～
２
時

先
着
13
人

【
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
】

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

対
象
▼【
健
康
維
持
コ
ー
ス
】…
村
内
在
住

で
65
歳
以
上
の
方 

※
月
曜
２
組
と
木

曜
２
組
は
、
ほ
か
の
組
よ
り
も
ゆ
っ
く

り
と
水
中
体
操
を
行
い
ま
す
。【
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
】…
村
内
在

住
の
40
歳
以
上
で
障
が
い
が
あ
り
、
機

能
回
復
訓
練
を
希
望
す
る
方

内
容
▼
水
中
で
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
等

参
加
費
▼
６
０
０
０
円
／
人

・

３
月
１
日（
木
）か
ら
10
日（
土
）

ま
で
に
、
高
齢
者
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局

ク
ラ
ス（
曜
日
）

時
間

定
員

リ
ハ
ビ
リ
１
組

（
月
曜
日
）
午
後
１
時
～
２
時
各
先
着

６
人

リ
ハ
ビ
リ
２
組

（
木
曜
日
）

リ
ハ
ビ
リ
３
組

（
木
曜
日
）
午
後
２
時
30
分
～

３
時
30
分

４
３
０
０
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
▽

初
参
加
の
方･

障
が
い
の
あ
る
方･

高
齢
の

方
を
優
先
し
ま
す
。
▽
受
け
付
け
の
際
に

簡
単
な
問
診
を
行
い
ま
す
。
▽
医
師
の
意

見
書
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

福
祉

戦
没
者
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

　

戦
没
者
の
遺
族
に
対
す
る
第
９
回
特
別

弔
慰
金
の
請
求
期
限
が
間
近
で
す
。

請
求
期
限
▼
４
月
２
日（
月
）ま
で

対
象
▼
平
成
21
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

る
遺
族
年
金
等
の
受
給
権
者
が
い
な

か
っ
た
場
合
の
ご
遺
族
の
方

そ
の
他
▼
▽
第
９
回
特
別
弔
慰
金
に
関
す

る
通
知
は
、
県
が
把
握
し
て
い
る
対
象
者

「
茨
城
県
北
西
部
地
域
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
」を
開
催

期
日
▼
３
月
17
日（
土
）

時
間
▼
午
後
２
時
～
４
時

場
所
▼
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

講
演
▼
演
題
…「
歩
け
る
人
は
歩
く
！
歩

け
な
い
人
は
立
つ
！
立
て
な
い
人
は
座

る
！
」 

講
師
…
大
田
仁
史
さ
ん（
茨
城

県
立
健
康
プ
ラ
ザ
管
理
者
）　

参
加
費
▼
無
料

・

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
午
前

９
時
～
午
後
６
時（
日
曜
日
は
午
後
５

時
）に
、
志
村
大
宮
病
院（
☎
０
２
９
５

‐
５
３
‐
２
１
７
０
、
日
曜
日
の
み
☎

０
２
９
５
‐
５
３
‐
１
０
０
０
）へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
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シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
の

皆
さ
ん
へ

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す
る

特
別
給
付
金
の
請
求
期
限
が
間
近
で
す
。

請
求
期
限
▼
３
月
31
日（
土
）ま
で

対
象
▼
日
本
国
籍
を
有
す
る
シ
ベ
リ
ア
戦

後
強
制
抑
留
者
で
、
平
成
22
年
６
月
16

日
に
生
存
し
て
い
た
方

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金
事
業
部
特
別
給
付
金
認
定
担
当（
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
‐
０
５
９
‐

２
０
４
、
Ｉ
Ｐ
電
話･

Ｐ
Ｈ
Ｓ
☎
０
３

‐
５
８
６
０
‐
２
７
４
８
）※
月
曜
日

か
ら
金
曜
日
ま
で（
祝
日
を
除
く
）と
３

月
31
日（
土
）の
午
前
９
時
～
午
後
６
時

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
育
て

教
養･

ス
ポ
ー
ツ

…申し込み　 …問い合わせ　 …ファクシミリ　 …ホームページ　 …電子メール

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
楽ら

く
ら
く
ち
ゃ

楽
茶
の
間ま

が
、
村
か
ら

の
委
託
を
受
け
て
行
っ
て
い
る「
生
き
が

い
づ
く
り
支
援
事
業
」。
健
康
体
操
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
皆
さ
ん
も

楽
し
く
仲
間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
程
等
▼

「
生
き
が
い
づ
く
り
支
援
事
業
」を
開
催

３
月
27
日

（
火
）

３
月
23
日

（
金
）

３
月
16
日

（
金
）

３
月
13
日

（
火
）

３
月
９
日

（
金
）

３
月
６
日

（
火
）

３
月
２
日

（
金
）

期
日

舟
石
川
中
丸
区
自
治
集
会
所

舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

豊
白
区
自
治
集
会
所

中
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

内
宿
１
区
自
治
集
会
所

村
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

豊
白
区
自
治
集
会
所

舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

豊
岡
区
自
治
集
会
所

白
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

百
塚
区
自
治
集
会
所

真
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

内
宿
１
区
自
治
集
会
所

外
宿
２
区
自
治
集
会
所

石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

場
所

妊
婦
の
た
め
の「
ハ
ロ
ー
ベ
ビ
ー

ス
ク
ー
ル
」を
開
催

日
時
等
▼

場
所
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
▽
母
子
健
康
手
帳･

母
子
健
康
手

帳
副
読
本･

筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。▽
子
ど
も
を
連
れ
て
参
加
で
き
ま
す
。

・

３
月
12
日（
月
）に
参
加
希
望
の
方

は
、
３
月
５
日（
月
）ま
で
に
保
健
セ
ン

タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
※
３
月
16
日（
金
）･

17
日

（
土
）は
事
前
申
し
込
み
不
要
で
す
。

に
郵
送
し
ま
し
た
。
▽
受
給
権
の
有
無

等
は
聞
き
取
り
調
査
の
上
、決
定
し
ま
す
。

社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
推
進
担
当（
内

線
１
１
８
４
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時

対
象
▼
村
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方

参
加
費
▼
３
５
０
円
／
回（
昼
食
代
）

加
藤
啓
子
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
楽
楽
茶

の
間
事
務
局 

☎
282
局
２
３
３
４
）※
火

･

金
曜
日
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
高
校
生
の
あ
か
ち
ゃ
ん
触
れ
合

い
体
験
」を
実
施

期
日
▼
３
月
６
日（
火
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時 

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
入
団
説
明
会

を
開
催
し
ま
す

期
日
▼
３
月
３
日（
土
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
正
午

場
所
▼
中
央
公
民
館

対
象
▼
５
歳
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の
女
子

内
容
▼
ゲ
ー
ム･

ク
ラ
フ
ト
な
ど

そ
の
他
▼
保
護
者
同
伴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

安
節
子
さ
ん（
社
団
法
人
ガ
ー
ル
ス
カ

ウ
ト
日
本
連
盟
茨
城
県
支
部
第
25
団
委

員
長 

☎
282
局
３
０
４
５
）※
事
前
申
し

込
み
は
不
要
で
す
。

日時 内容
３月12日（月）
９：30 ～13：00
※エプロン･三角巾
をご持参ください。

助産師を交えてみ
んなで話そう、栄
養の話と調理実習

３月16日（金）
13：30 ～16：00

お産の経過と準備、
歯科検診、チャイ
ルドシートについて

３月17日（土）
９：30 ～12：00
※エプロンをご持
参ください。

赤ちゃんのお風呂
の入れ方（実習）、
パパの妊婦体験

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー｢

絆
」

対
象
▼
村
内
在
住
の
高
校
生

定
員
▼
先
着
６
人
程
度

内
容
▼
１
歳
前
後
の
幼
児
を
抱
っ
こ
し
た

り
、ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
た
り
し
ま
す
。

参
加
費
▼
無
料

・

児
童
セ
ン
タ
ー（
☎
306
局
１
０
１
７
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
朗
読
で
味
わ
う
世
界
」を
開
催

　

図
書
館
で
は
、
平
成
23
年
10
月
に
京
都

府
の
金
剛
能
楽
堂
で
行
わ
れ
た「
第
３
回

『
古
典
の
日
』記
念
朗
読
コ
ン
テ
ス
ト
」で
、

特
別
賞
を
受
賞
し
た
見
澤
淑
恵
さ
ん
を
招

き
、
朗
読
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
▼
２
月
28
日（
火
）

時
間
▼
午
後
２
時
～
３
時

場
所
▼
村
立
図
書
館

対
象
▼
大
人
の
方

内
容
▼
見
澤
淑
恵
さ
ん
が「
方
丈
記
」「
生

き
る
」等
を
朗
読
し
ま
す
。

村
立
図
書
館（
☎
282
局
３
４
３
５
）※
事

前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
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入
札
参
加
資
格
審
査
の
追
加
申
請

を
受
け
付
け
ま
す

　

村
で
は
、
平
成
23･

24
年
度
東
海
村
発

注
の
物
品
調
達･

役
務
の
提
供
等
の
入
札
参

加
資
格
審
査
の
追
加
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。
ま
た
、
平
成
23･

24
年
度
東
海
村
発

注
の
建
設
工
事
、
建
設･

設
計･

測
量
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
務
の
入
札
参
加
資
格
審
査

の
追
加
申
請
に
つ
い
て
も
、
県
と
県
内
一

部
の
市
町
村
と
の
共
同
で
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間
▼
３
月
５
日（
月
）～
９
日（
金
）

※
物
品
調
達･

役
務
の
提
供
等
の
入
札

参
加
資
格
審
査
は
、
３
月
９
日
の
午
後

５
時
到
着
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
▼
入
札
参
加
資
格
の
有
効
期
間
は

平
成
24
年
６
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
５

月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

物
品
調
達･

役
務
の
提
供
等
の
入
札
参

加
資
格
審
査
は
、
財
務
課（
役
場
行
政

棟
３
階
）備
え
付
け
の「
物
品
調
達
等
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
」に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添
え

て
、
郵
送（
宅
配
便
可
）で
財
務
課
管
財

そ
の
他

村
と
東
海
村
国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
、
村

の
国
際
親
善
姉
妹
都
市･

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ア
イ
ダ
ホ
州
ア
イ
ダ
ホ
フ
ォ
ー
ル
ズ
市
を
訪

問
す
る
方（
一
般
訪
問
団
）を
募
集
し
ま
す
。

訪
問
期
間
▼
６
月
29
日（
金
）
～
７
月
８

日（
日
）

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤
ま
た
は
東
海
村

国
際
セ
ン
タ
ー
会
員
で
18
歳
以
上
の
方

定
員
▼
先
着
10
人
程
度

費
用
▼
20
万
円
程
度
／
人（
現
地
滞
在
費

用
を
除
く
）※
航
空
運
賃
等
の
改
定
に
よ

り
金
額
が
変
動
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・

ま
ち
づ
く
り
国
際
化
推
進
課（
役

場
行
政
棟
３
階 

内
線
１
３
４
２
）･

姉

妹
都
市
交
流
会
館（
☎
282
局
０
５
３
５
）

備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
３
月
１
日（
木
）か
ら
30
日

（
金
）ま
で（
土･

日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
込

書
は
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

姉
妹
都
市･

ア
イ
ダ
ホ
フ
ォ
ー

ル
ズ
市
一
般
訪
問
団
員
募
集

募 集

日
時
▼
３
月
11
日（
日
）

午
後
２
時
開
演（
午
後

１
時
30
分
開
場
）

場
所
▼
東
海
文
化
セ

ン
タ
ー

演
奏
曲
▼「
バ
レ
エ
音

楽『
ガ
イ
ー
ヌ
』」

「
と
な
り
の
ト
ト

ロ
」「
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル『
ア
ニ
ー
』
よ
り 

Ｔ
ｏ
ｍ
ｏ
ｒ
ｒ
ｏ

ｗ
」ほ
か

指
揮
者
▼
原
進
さ
ん

（
東
海
村
吹
奏
楽
団
常
任
指
揮
者
）

賛
助
出
演
▼
劇
団
と
み
か
る

入
場
料
▼
無
料 

※
未
就
学
児
も
入
場
で

き
ま
す
。

そ
の
他
▼
県
立
東
海
高
等
学
校
、
東
海
南

中
学
校
が
駐
車
場
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

東
海
文
化
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
８
５
１
１
）

「
東
海
村
吹
奏
楽
団
」

第
５
回
春
の
演
奏
会
を
開
催

日
時
▼
３
月
10
日（
土
） 

午
後
２
時
開
演

（
午
後
１
時
開
場
）

場
所
▼
ひ
た
ち
な
か
市
文
化
会
館

演
奏
曲
▼「
デ
ィ
ズ
ニ
ー･

メ
ド
レ
ー
Ⅱ
」

「
ア
ル
ヴ
ァ
マ
ー
序
曲
」ほ
か

入
場
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
▽
ハ
ン
ド
ベ
ル
サ
ー
ク
ル｢

ア

「
陸
上
自
衛
隊
施
設
学
校
音
楽
隊
」

第
22
回
定
期
演
奏
会
を
開
催

フ
ェ
ッ
ト
」に
よ
る
演
奏
も
行
い
ま
す
。

▽
座
席
の
都
合
上
、
入
場
を
制
限
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
勝
田
駐
屯
地
広
報
班（
☎

274
局
３
２
１
１
）

･

検
査
担
当（
〒
３
１
９
‐
１
１
９
２ 

東
海
３
‐
７
‐
１
）へ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
建
設
工
事
、
建
設･

設
計･

測
量

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
の
入
札
参
加

資
格
審
査
は
、
茨
城
県
監
理
課
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.pref.ibaraki.
jp/bukyoku/doboku/0

1
class/

class01/kensetsugyo_m
ain.htm

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

茨
城
県
監
理
課（
☎
301
局
４
３
３
４ 

建

設
工
事
、
建
設･

設
計･

測
量
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
務
の
み
）、
東
海
村
財
務
課

（
内
線
１
３
８
５
）※
詳
細
は
村
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
が
１
年
前
に
経
験
し
た
被
災
体

験
を
後
世
に
語
り
継
ぎ
、
人
と
人
と
の
結

び
付
き
で
あ
る〝
絆
”を
再
認
識
し
、
減
災

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
し
進
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
、「
あ
の
日
を
忘
れ

な
い
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
開
催
し
ま
す
。

期
日
▼
３
月
11
日（
日
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー｢

絆
」ほ
か

内
容
▼
講
演
会 

演
題
…「
防
災
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
教
え
る
大
切
な
人
を
守
る
た
め

の
行
動
術
」 

講
師
…
菊
池
顕
太
郎
さ
ん

（
防
犯･
減
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）　

展
示

等 

▽
東
日
本
大
震
災
報
道
写
真
展
▽
東

海
村
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
計
画

の
紹
介
▽
東
海
村
赤
十
字
奉
仕
団
に
よ

東
日
本
大
震
災
復
興
祈
念
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す

る
非
常
食
の
炊
き
出
し
な
ど　

そ
の
他 

▽
書
家･

川
又
南な

ん
が
く岳
さ
ん
に
よ
る
揮き

ご

う毫

▽
佐
藤
英ひ

ら

り里
さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど 

※
詳
細
は「
広
報
と
う
か

い
」（
本
号
）と
同
時
に
配
布
さ
れ
る
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
ち
づ
く
り
国
際
化
推
進
課（
内
線

１
３
４
２
）、
東
海
村
社
会
福
祉
協
議

会（
☎
282
局
２
８
０
４
）



真崎、村松北、白方、宿、岡、原子力機構（箕輪･百塚･荒谷台）、真砂寮、権現山寮、
南台、緑ヶ丘、押延、須和間、川根、照沼、豊岡、亀下、フローレスタ須和間 （毎週） 月曜日・木曜日
舟石川１、舟石川２、舟石川３、舟石川中丸、百塚、豊白、原子力機構（長堀）、
長堀寮、外宿１、外宿２、船場、竹瓦、内宿１、内宿２ （毎週） 火曜日・金曜日

３月の資源物･ごみ収集日割表 問い合わせ　ごみゼロ推進課（☎282-7289）

真崎、村松北、権現山寮、真砂寮、原子力機構（荒谷台） ２日・16日
原子力機構（長堀）、長堀寮、舟石川３、外宿１、外宿２、
竹瓦 １日・15日

緑ヶ丘、南台、豊岡、亀下 ６日・20日
百塚、豊白、内宿１、内宿２ ５日・19日
白方、岡、原子力機構（百塚） ９日・23日
舟石川１、船場 ８日・22日
宿、川根、照沼、押延、須和間、フローレスタ須和間、
原子力機構（箕輪） 13日・27日

舟石川２、舟石川中丸 12日・26日

燃えないごみ･粗大ごみ
真崎、村松北、舟石川中丸、
外宿２

１日・８日
15日・22日

船場、照沼 １日・15日
原子力機構（長堀･荒谷台･
箕輪）、須和間、フローレス
タ須和間

２日・９日
16日・23日

緑ヶ丘 ２日・16日
白方 ９日・23日

舟石川１、原子力機構（百塚） ５日・12日
19日・26日

宿、押延、岡 ５日・19日

外宿１ 12日・26日

内宿１、亀下 ６日・13日
20日・27日

百塚、内宿２、豊岡、舟石川３ ６日・20日
竹瓦 13日・27日

舟石川２ ７日・14日
21日・28日

南台、川根 ７日・21日
豊白 14日・28日
※各回収日の午前７時から８時30分まで

に出してください。

資 源 物

燃えるごみ	※祝日の収集も行います。

今
月
は「
食
生
活

改
善
推
進
員（
ヘ
ル

ス
メ
イ
ト
）」の
活

動
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

■
食
生
活
改
善
推

進
員
と
は

食
生
活
改
善
推

進
員
は
、
食
事
と
健
康
に
つ
い
て
の
正

し
い
知
識
を
研
修
会
等
で
学
び
、
食

育
や
健
康
づ
く
り
、
料
理
講
習
会
な

ど
の
活
動
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て

い
ま
す
。
学
ん
だ
こ
と
を
家
庭
や
地

域
に
伝
え
る
活
動
を
通
し
て
、
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
む
仲
間
の
輪
が
広

が
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
、「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち

の
手
で
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
あ

ら
ゆ
る
世
代
に
向
け
て
、
食
育
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
食
生
活
改
善
推
進
員
の
誕
生

昭
和
20
年
代
、
食
料
が
不
十
分
で

栄
養
不
足
や
乳
児
の
死
亡
率
も
高
い

こ
と
が
問
題
だ
っ
た
こ
ろ
、
行
政
に
よ

る「
栄
養
教
室
」の
卒
業
生
の
方
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
学
ん
だ
こ
と
を
地
域
に

伝
え
る
活
動
を
始
め
た
の
が
最
初
で

し
た
。
そ
の
後
、
国
の
通
知
に
よ
り
食

生
活
改
善
推
進
員
の
養
成
講
座
が
始

ま
り
、
東
海
村
で
は
、
昭
和
48
年
ご

ろ
に「
東
海
村
食
生
活
改
善
推
進
員

連
絡
協
議
会
」が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
村
に
は
94
人
の
食
生
活
改

善
推
進
員
が
い
ま
す
。
さ
ら
に
養
成

講
座
を
受
講
中
の
方
が
24
人
い
ま
す

の
で
、
新
年
度
か
ら
は
合
計
１
１
８

人
で
活
動
す
る
予
定
で
す
。

■
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

食
生
活
改
善
推
進
員
の
地
域
で
の

主
な
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

①
小
学
生
向
け
料
理
教
室

夏
休
み
に
、
小
学
校
低
学
年
を
対

象
に
、
親
子
料
理
教
室
と
子
ど
も
料

理
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
料
理

す
る
こ
と
を
通
し
て
、“
早
寝･

早
起

き･

朝
ご
は
ん
”を
心
掛
け
る
こ
と
や
、

“
い
た
だ
き
ま
す
、
ご
ち
そ
う
さ
ま
”

と
食
事
の
前
後
に
あ
い
さ
つ
を
す
る

こ
と
な
ど
、
望
ま
し
い
食
習
慣
を
提

案
す
る
機
会
の
一
つ
と
し
て
、
ま
た
、

親
子
の
絆
を
深
め
る
場
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

②「
１
か
月
体
重
１
㎏
、
１
日
塩
分
１

ｇ 

減
量
大
作
戦
」

肥
満
や
塩
分
の
取
り
過
ぎ
は
、
高
血

圧
や
糖
尿
病
、
胃
が
ん
な
ど
の
発
生
と

深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省

が
策
定
し
た「
日
本
人
の
食
事
摂
取
基

準
」に
よ
る
と
、
成
人
１
日
当
た
り
の

塩
分
摂
取
目
標
量
は
男
性
９･

０
ｇ
以

下
、
女
性
７･

５
ｇ
以
下
で
す
が
、
茨

城
県
民
の
平
均
塩
分
摂
取
量
は
12･

２

ｇ
で
、
目
標
量
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
現
在
の
平
均

塩
分
摂
取
量
の
７
割
ま
で
減
塩
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
活
動
と
し
て
、
素
材
本
来

の
味
を
生
か
し
た
料
理
教
室
の
開
催

や
、
み
そ
汁
の
塩
分
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き

る“
減
塩
テ
ー
プ
”の
配
布
な
ど
を
行

い
、
ま
ず
は
１
日
１
ｇ
の
減
塩
に
取
り

組
む
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
。

■
あ
な
た
も
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か

食
事
は
生
き
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い

大
切
な
も
の
で
す
ね
。
皆
さ
ん
も
、
食

生
活
改
善
推
進
員
が
開
催
す
る
健
康
料

理
教
室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
男

性
も
歓
迎
で
す
。
料
理
教
室
の
開
催
日

な
ど
、
詳
細
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

117

食生活改善推進員の活動内容
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広
報 

と
う
か
い
２
月
25
日
号

根
ね も と

本歩
あ ゆ か

佳さん
（竹瓦）

今
回
は
常
磐
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
地
域
政

策
学
科
の
根
本
歩
佳
さ
ん（
19
歳
）の
登
場
で
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
学

ん
で
い
る
歩
佳
さ
ん
は
、
現
在
大
学
１
年
生
。「
専
門

分
野
を
本
格
的
に
学
べ
る
の
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
勉
強

し
な
が
ら
今
後
の
こ
と
を
決
め
て
い
き
た
い
で
す
」と
、

将
来
を
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

そ
ん
な
歩
佳
さ
ん
は
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
ピ
ア
ノ
を

続
け
、今
も
週
１
回
レ
ッ
ス
ン
に
通
っ
て
い
ま
す
。「
競

う
よ
う
な
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
な
く
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
方

が
好
き
で
す
」と
話
し
、
先
生
方
の
評
価
や
指
導
を
受

け
る
こ
と
の
で
き
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
の
発
表
を
通
し
て

腕
を
磨
い
て
い
る
そ
う
。
今
後
は
、
先
生
の
紹
介
で
レ

ス
ト
ラ
ン
で
の
演
奏
も
予
定
し
て
い
る
の
だ
と
か
。

休
日
は
仲
間
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
た
り
、
マ
ラ
ソ

ン
を
し
た
り
と
運
動
も
得
意
。
好
き
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
ラ
イ
ブ
の
た
め
に
、
各
地
を
旅
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の

行
動
力
を
持
つ
歩
佳
さ
ん
の
活
躍
の
幅
は
、
こ
れ
か
ら

も
広
が
り
そ
う
で
す
。

さ
わ
や
か
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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震
災
か
ら
間
も
な
く
１
年
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

村
内
に
は
い
ま
だ
に
屋
根
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が
掛
け
ら
れ
た

家
が
あ
る
な
ど
、
道
路
や
建
物
の
復
旧
が
進
ん
で
い
な
い

様
子
が
随
所
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

国
道
２
４
５
号
や
旧
県
道
、
日

本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
阿
漕
ヶ
浦
ク
ラ
ブ
等
は
特

に
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
道

路
は
陥
没
し
破
壊
さ
れ
、
現
在
も
復

旧
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
あ
り
ま
す
。

阿
漕
ヶ
浦
の
ほ
と
り
に
は
、
日
本
原

子
力
研
究
開
発
機
構
の
職
員
や
地
域

住
民
に
親
し
ま
れ
た
阿
漕
ヶ
浦
ク
ラ

ブ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
阿

漕
ヶ
浦
の
夕
焼
け
を
見
な
が
ら
食
事

が
で
き
た
の
で
人
気
が
高
か
っ
た
の
で

す
が
、
震
災
に
よ
り
大
規
模
な
範
囲

で
被
災
し
た
た
め
解
体･

撤
去
さ
れ
、

さ
ら
地
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
回
の
震
災
に
よ
り
、
水
で
飽
和
し
た
粒
ぞ
ろ
い
の

砂
質
地
盤
が
地
震
の
際
に
液
体
の
よ
う
に
な
る
、
い
わ

ゆ
る
液
状
化
現
象
が
阿
漕
ヶ
浦
周
辺
で
起
こ
っ
た
原
因

と
し
て
、
江
戸
時
代
ま
で
は
こ
の
一
帯
が
河
川
で
あ
っ

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

村
の
古
老
か
ら
、
か
つ
て“
上か

み

の
川か

わ

”と
呼
ば
れ
る
川

が
あ
っ
た
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
流
れ
は
百
塚
原･

下
の
内

を
経
て
阿
漕
ヶ
浦
に
入
り
、
そ
こ
か

ら
村
松
晴
嵐
の
碑
の
前
を
通
り
、
海

へ
向
か
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
村

松
晴
嵐
は
砂
丘
の
美
し
さ
か
ら
、 

水
戸
八
景
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
前
は
阿
漕
ヶ
浦
の
水
を
分
水

し
、
原
子
力
事
業
所
が
利
用
し
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
は
使
用
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
の
影
響
で
水
位
が
上
が

り
、
阿
漕
ヶ
浦
は
昔
の
よ
う
に
満
々

と
湖
水
を
た
た
え
て
お
り
、
美
し
い

風
景
と
な
っ
て
い
ま
す
。
少
々
残
念

な
の
は
、
水
位
の
上
昇
に
よ
り
周
囲

の
樹
木
が
枯
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
今
年
の
冬
は
数
年
ぶ
り
に
白
鳥
が
飛
来

し
て
お
り
、
近
隣
の
人
々
が
そ
の
姿
を
見
て
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

須
藤
　
佐
武

「広報とうかい」は、環境に配慮して「植物油インキ」と「古紙パルプ配合率100％再生紙」を使用しています。

東
海
村
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

海
ま
で
続
い
て
い
た

阿
漕
ヶ
浦
の
流
れ

阿漕ヶ浦クラブの跡地と阿漕ヶ浦


